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１．四半期財務情報の作成等に係る事項
　①会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無  　：  有
減価償却費の計上、税金費用の計算等について、一部簡便的な方法を採用しております。

　②最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更の有無：　無
　③連結及び持分法の適用範囲の異動の有無          　：　有
連結　（新規）1社　（除外）0社　　　　持分法　（新規）0社　（除外）0社

２．平成19年３月期 第１四半期財務・業績の概況 （平成18年4月1日～平成18年6月30日）

(1)経営成績（連結）の進捗状況 （百万円未満切捨て）

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

19年３月期第１四半期 46,586 △ 7.8 1,828 △ 69.1 1,568 △ 71.1 828 △ 78.2
18年３月期第１四半期 50,523 ― 5,910 ― 5,432 ― 3,794 ―
（参考）18年３月期 189,757 15,213 13,557 8,210 

円　　銭 円　　銭

19年３月期第１四半期 6.39 ―
18年３月期第１四半期 30.58 30.47 
（参考）18年３月期 64.75 64.69 
(注) 売上高、営業利益等におけるパーセント表示は、対前年同四半期増減率を示す。

〔経営成績（連結）の進捗状況に関する定性的情報等〕
　　当第１四半期の業績はほぼ当初の見込み通りで、鋼材販売数量は徐々に回復し、販売価格はまだ前期の水準程度という状況で推移
　いたしました。原材料につきましては、スクラップ価格が若干コストアップ要因となりましたが、その他費用の削減により目標の利
　益を獲得することができました。

(2)財政状態（連結）の変動状況

百万円 百万円 ％ 円　　銭

19年３月期第１四半期 225,428 83,171 29.6 514.28 
18年３月期第１四半期 220,201 60,001 27.2 481.76 
（参考）18年３月期 218,469 66,861 30.6 515.56 
(注) 18年３月期第１四半期及び18年３月期の純資産は、少数株主持分を含めておりません。

〔財政状態（連結）の変動状況に関する定性的情報等〕
　　当第１四半期末の総資産は前期末に比べ69億58百万円増加いたしました。その主な要因は売上の伸びによる売掛金の増加と連結対
　象会社を追加したことに伴う固定資産の増加によるものであります。また、設備投資資金の前倒し調達による長短期借入金及びそれ
　に伴う現預金が一時的に増加しました。

［参考］
平成19年３月期の連結業績予想（平成18年４月１日～平成19年３月31日）
　　当第１四半期につきましては、ほぼ当初に沿った業績で推移しており、業績予想（平成18年５月９日発表）は修正しておりません。

　
百万円 百万円 百万円

中間期 94,000 2,500 1,500
通　期 190,000 6,500 4,500

（参考）１株当たり予想当期純利益（通期）     34円 73銭
※上記の予想は、本資料の発表日において入手可能な情報に基づき作成したものであり、今後の様々な不確定要素により実際の業績
とは異なる場合があります。

売　　上　　高 経　常　利　益 当　期　純　利　益

１株当たり純資産

潜在株式調整後１株当たり
四半期（当期）純利益

総  資  産 純　資　産 自己資本比率

１株当たり四半期
（当期）純利益

平成１９年３月期　第１四半期財務・業績の概況（連結）
平成18年8月4日

四半期（当期）純利益売    上    高 営　業　利　益 経　常　利　益

（コード番号：5408　東証、大証　各一部）

(財)財務会計基準機構会員
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[添付資料]

１．（要約）四半期連結貸借対照表

（単位：百万円未満切捨て、％）

当四半期末 前連結会計年度末 前年同四半期

（平成18年6月30日現在） （平成18年３月31日現在） （平成17年6月30日現在）

金額 金額 金額 金額

（資産の部）

Ⅰ　流動資産 84,684 78,520 6,164 84,461

現金及び預金 10,453 6,337 4,115 9,844

受取手形及び売掛金 38,888 36,448 2,440 43,683

たな卸資産 31,548 31,898 349 　△    28,372

その他 3,794 3,835 41 　△     2,561

Ⅱ　固定資産 140,743 139,949 794 135,737

有形固定資産 130,152 127,682 2,469 128,764

無形固定資産 757 789 31 　△     694

投資その他の資産 9,832 11,476 1,644 　△  6,279

Ⅲ　繰延資産 －                －                －        2

　資産合計 225,428 218,469 6,958 220,201

（負債の部）

Ⅰ　流動負債 67,367 65,905 1,461 82,614

支払手形及び買掛金 25,521 22,964 2,557 27,809

短期借入金 34,124 33,233 890 38,988

１年以内償還の社債 170 190 20 　△     7,440

その他 7,552 9,517 1,965 　△  8,377

Ⅱ  固定負債 74,888 70,824 4,064 64,037

普通社債 100 100 0 270

長期借入金 43,876 40,920 2,956 34,753

その他 30,912 29,804 1,107 29,013

　　負債合計 142,256 136,729 5,526 146,652

（少数株主持分）

少数株主持分 －                14,878 －        13,548

（資本の部）

Ⅰ　資本金 －                15,538 －        14,404

Ⅱ　資本剰余金 －                10,182 －        8,926

Ⅲ　利益剰余金 －                23,802 －        20,036

Ⅳ　土地再評価差額金 －                15,775 －        16,196

Ⅴ　その他有価証券評価差額金 －                1,840 －        780

Ⅵ　自己株式 －                278 　△            －        △ 342 

　　資本合計 －                66,861 －        60,001

　負債、少数株主持分及び資本合計 －                218,469 －        220,201

（純資産の部）

Ⅰ　株主資本 49,382 －                －        －                

資本金 15,538 －                －        －                

資本剰余金 10,182 －                －        －                

利益剰余金 23,942 －                －        －                

自己株式 △ 280 －                －        －                

Ⅱ　評価・換算差額等 17,260 －                －        －                

土地再評価差額金 15,775 －                －        －                

その他有価証券評価差額金 1,484 －                －        －                

Ⅲ　少数株主持分 16,529 －                －        －                

　　純資産合計 83,171 －                －        －                

　負債及び純資産合計 225,428 －                －        －                

（注）増減（資産の部及び負債の部のみ）は、当四半期末と前連結会計年度末の比較で表示しております。

増減
科　　目
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２．（要約）四半期連結損益計算書

（単位：百万円未満切捨て、％）

当四半期 前年同四半期 前連結会計年度

自 平成18年４月１日 自 平成17年４月１日 自 平成17年４月１日

至 平成18年６月30日 至 平成17年６月30日 至 平成18年３月31日

金額 金額 金額 金額

Ⅰ　売上高 46,586 50,523 3,936 　△     189,757

Ⅱ　売上原価 42,016 41,934 82 164,069

売上総利益 4,570 8,589 4,018 　△     25,688

Ⅲ　販売費及び一般管理費 2,742 2,678 63 10,474

営業利益 1,828 5,910 4,082 　△     15,213

Ⅳ　営業外収益 279 240 39 767

Ⅴ　営業外費用 538 717 178 　△       2,423

経常利益 1,568 5,432 3,864 　△     13,557

Ⅵ　特別利益 14 1 13 527

Ⅶ　特別損失 11 1,246 1,234 　△     4,025

税金等調整前四半期
（当期）純利益 1,571 4,187 2,615 　△     10,059

税金費用 448 53 394 416

少数株主利益 294 339 44 　△        1,432

四半期（当期）純利益 828 3,794 2,966 　△     8,210

（注）増減は、当四半期と前年同四半期の比較で表示しております。

科　　目
増減
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３．セグメント情報

〔事業の種類別セグメント情報〕

当四半期　（平成18年４月１日～平成18年６月30日） （単位：百万円）

Ⅰ 売上高及び営業損益

売上高

(1) 外部顧客に対する売上高 42,741 355 171 3,318 46,586 -  46,586
(2)

12 5 143 24 186 186)(     -  

計 42,753 361 314 3,343 46,773 186)(     46,586

営業費用 41,079 460 190 3,198 44,928 169)(     44,758

営業利益（△は営業損失） 1,674 98△      124 144 1,844 16)(      1,828

前年同四半期　（平成17年４月１日～平成17年６月30日） （単位：百万円）

Ⅰ 売上高及び営業損益

売上高

(1) 外部顧客に対する売上高 47,051 550 162 2,758 50,523 -  50,523
(2)

22 211 141 26 401 401)(     -  

計 47,074 761 303 2,785 50,925 401)(     50,523

営業費用 41,184 817 196 2,791 44,989 376)(     44,613

営業利益（△は営業損失） 5,890 56△      107 6△      5,935 25)(      5,910

（注）1.製品の種類、性質、製造方法、販売方法等の類似性、損益集計区分及び関連資産等に照らし、

　　　　事業区分を行っております。

　　　2.各事業区分に属する主要な製品の名称等

主　　　　要　　　　製　　　　品　　　　等

鋼 板熱延鋼帯、厚板、中板、縞板、鍍金鋼帯

条 鋼線材、バーインコイル、棒鋼、軽量Ｃ形鋼

線材二次製品、高力ボルト、鋼片、コークス、副産物など

建築総合工事

鋼製魚礁、増殖礁

ロール、バルブ、産業機械

不動産の賃貸、売買

化学工業薬品化 学 事 業

ｾｸﾞﾒﾝﾄ間の内部売上高
　　　　　又は振替高

鉄 鋼 事 業

エ ン ジ ニ ア リ ン グ
事 業

不 動 産 事 業

鋳 造 ・ 機 械

事 業 区 分

建 設

海 洋

ｾｸﾞﾒﾝﾄ間の内部売上高
　　　　　又は振替高

連結

連結計

計 消去又は
全社

消去又は
全社

そ の 他

鋼
材

鉄鋼事業 ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ事業
不動産
事業 化学事業

鉄鋼事業 ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ事業
不動産
事業 化学事業
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